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ビジネス書を読むためのマインドマップ®活用法 

公認マインドマップインストラクター 

上 田 誠 司 

はじめに 

マインドマップを使ったビジネス書読書 

私自身、ビジネスパーソンから起業家に移る時点で、大量の学びをしました。11 年ほどの間に千冊を

超えるビジネス書を読んできました。速読も試しました。しっかり読みながらスライドにまとめるという精読も

やりました。そのなかで、本を読むということについて、いろいろと考えてきました。 

大きなきっかけが二つありました。一つは、フォトリーディングとの出会いです。この手法はとても良く整理

された読書法です。マインドマップとの出会いも、フォトリーディングでした。そして、もう一つは、『本を読む

本』。古い本ですが、今でも時々読み返しています。本に対する態度を明確にすることができる良著で

す。 

＝＝＝ 

ビジネス書を対象として考えた場合、本から学ぶ上で鍵となるのは、三つあると考えています。 

1 つは良い本と出会うこと。ここでいう良いというのは、自

分にとってという切り口です。ベストセラーでなくても、ロング

セラーでなくてもＯＫ。自分の仕事にとってぴったりの本は、

存在します。ときには、ブログの文章や無料のチラシかも知

れません。 

ただ、出会えるかどうかは別の問題。そのためにはたくさん

の本に触れ、たくさんの本の中から自分にぴったりの本に出

会うチャンスをたくさん持つことです。この面では、多読が有

効です。 

2つめは、出会った本から答えを引き出すこと。ここで、受動的読書から能動的読書への転換が求め

られます。本を読んで、著者の意見や考えを理解し、受け入れるだけではなく、こちらから働きかける／問

いかけ、見つけ出すこと。 

問いを持って本を読む。著者の意見をヒントに、問いに対する答えを、自分自身で見つけ出すことが

鍵となります。 

3 つめは、本当に大事な本に出会ったら、徹底的に読むこと。 

マインドマップは、本から学ぶ活動の中で、様々な役割を果たしていきます。上記の三つの鍵とも、関

連をしていきます。全体俯瞰、思考のプロセスの見える化、振り返り、整理・・・・。 

このレポートでは、ウエダ流 マインドマップ ビジネス書読書術をご紹介していきます。 
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1. ビジネスパーソンにとっての読書と何か？ 

そもそも何のために本を読むのか 

仕事をしている私たちは、なぜ本を読むのか。新しいものの見

方がほしい。新しい知識がほしい。今やっている仕事をより専門

的にしたい。さまざまな理由があるはずです。本を読むために本を

読むというケースもあるのですが、これは小説などの楽しむための

本のケースが多いでしょう。ビジネスパーソンが、ビジネス書を読む。

このケースでは、何らかの目的があるはずです。 

 

行動につなげるための読書 

もし、この目的がぼんやりしていると、本を読む時間はどうしても、ぼんやりしたものになります。本を選ぶ、

本を買う、本を借りるというアクションの前に、どんな行動をするためにという点を明確にしておきたいモノで

す。 

たとえば、今やっている開発のために、新しい知識がほしい。今回仕事が変わるので、新しい仕事のエ

リアの基礎知識がほしい。こんなレベルでもＯＫです。人によっては人生を豊かにしたい。人類の幸福を

追求したいという目的の方もいるでしょう。レベル感はさまざまでＯＫ。目的がない読書は、気持ちが続か

ないので、どうしても途中で投げ出してしまいがちです。 

まずは、本屋に行く前に、目的を考えてみましょう。 

私が今必要としているのは、どんな本だろう。 

 

まず問いを作る そして読書で答えを見つける 

目的が決まったら、今度はもう少しブレークダウンした「問い」がほしいところ。 

たとえば、ＩＴに関する新しい知識がほしいではなくて、「○○という技術の基本を知りたい」「プログラ

ミングに活用できる方法を知りたい」とか、「仕事で行き詰まっている○○について、他社がどうしているか

知りたい」など。ポイントは「具体的に」です。問いは、学ぶ過程や本を探す過程で、少しずつ変わっていく

ものなので、まずはざっくりでもいいので、問いを作ることをお勧めします。 

いま自分が必要としている問いに対して、答えを見つけ、行動を変える。 

これがビジネス書を読む目的と捉えなおしてほしいのです。 
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2. 「問い」にあった本を見つける 

本棚から手に取る段階で、問いを確認する 

本を買ってしまった。当然それだけ読む時間が必要です。お金も必要ですね。だから本選びは慎重に

したい。そんな気持ちがあると、本を読むそして、本を選ぶトレーニングは進みません。本を読む力は高まり

ません。むしろ、問いに関連する本であれば、まずは 5冊10冊とまとめ買いをするくらいの気持ちでいまし

ょう。図書館を利用してもＯＫですね。 

本棚を目の前にしたら、ともかく自分の問いに関連のありそうな本は、片っ端から開いてみます。本は背

表紙や帯だけではなかなか分からないものです。アマゾンでも中身が見られるようになっているのはこのため

です。問いを確認しながら、どんどんかごに入れてみましょう。 

 

本当は読むまで分からないが、あえて絞ってみる 

20 冊かごに入ってしまった。大きな書店であればそうなるかも知れませんね。ではどうやって絞ればいい

のと困るかも知れませんね。ここは直感でＯＫ。あえて絞ってみましょう。 

本棚からたくさん本を引き出して、その上で絞る。これは、最初の内は、とても大変です。でも慣れてく

るとその過程がどんどん楽になってきます。少し多めの本を買って、読んでみることで読む力ばかりではなく、

本を選ぶ力も上がってきます。 

問いに関係のありそうな本を多めに選んで、絞る。これも 1 つのトレーニングなのです。 

 

本を読むことのコスト計算を考える 

本代が高いと感じる方は、「積ん読」になるケースが多いようです。一冊千円から二千円。これは実は

総コストから言うと安いのです。この見方に切り替えてほしいのです。 

せっかく買ったから読まないともったいないと感じると、自分に必要のない本でも読もうとする。必要ない

と分かってしまった本でも読もうとする。すると２時間～10時間くらいの時間が無駄になります。 

この時間は皆さんの時給で換算するといくらですか？（年収を勤務時間で割ってみてください。サラリ

ーマンの皆様は、給料以外にも健康保険や年金、退職金もあるので、本当はこの倍です。） 

時給換算して、1,000円としても、間違いなく本代よりも高いでしょう。人によっては、時給5千円、1

万円という場合もあります。そうなってくると、簡単に本代の十倍を越えてしまいます。 

なので、買ったとしても、「いまは」要らないと思った本は、気持ちよく読まずに手放しましょう。もし、ご縁

があればまた出会うことができますから。（本の名前がうろ覚えでもアマゾンでは見つけられます。）その

本に出会ったことに感謝しながら。。。。 
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3. 理解をサポートする見える化 

「問い」と「本」の間をつなぐのが、皆さんの頭 

問いがある。そして関連しそうな本が数冊見つかった。後は最初から最後まで読めばいいんですね。ち

ょっと待ってください。実は、最初から最後まで本を読む必要はないのです。 

問いがあるということは、本の存在意義は、答えを見つけること。答えが見つかりさえすれば、本は途中

で閉じてもいいです。全く読まなくてもいいわけです。本と問いの間を取り持って、答えを見つけ出すのが

皆さんの脳の役割です。 

 

本を読むって何？ 

そもそも文章を理解するって何でしょう。これは、脳科学者でも

なかなか答えられない問いです。本を読んだ／分かったというけれ

ど何なのでしょうか。 

文章を理解したかどうかは、実は文章や発言としてはき出して

はじめて、分かったかどうかが分かるのです。この間、頭の中で何

が起こっているかは、いわばブラックボックスなのです。 

 

頭の中のつながりを見える化するマインドマップ 

文章を理解するという本を読む上で最も基本的な部分をサポ

ートしてくれるのが、マインドマップの役割。 

このブラックボックスとなっている理解に対して、その要素を「見

える化する」のがマインドマップです。要素が見えることで思考を深

めることができるわけです。 

著者の考えを、思考のプロセスごと見える化する。 

マインドマップの得意とするのは、プロセスごと見える化すること。

これを思考の筆算と呼びます。だから、マインドマップでは、キーワードと感じたものは、その順番ですべて記

録していくことができます。これが鍵。そしてキーワード同士がどう繋がっているかという「ブランチ」です。流れ

を表すわけです。 

できあがったら、全体を俯瞰しながら見直すことで、どう繋がっているのか、どこが本当のキーワードあるの

かを決めることができる。結果として、著者の考えのプロセスばかりでなく、自分自身の理解のプロセス自

体を見える化することができるのです。 

だから、自分自身の「問い」に対する答えが見つけ出しやすくなるわけです。 
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4. ビジネス書の 3 つの読み方から選択する 

本の読み方には 3種類ある 

さて、では実際に本を読んで行くに当たって、たとえば皆さんが 100 冊のビジネス書を読むとして、どん

な読み方がベストだと思いますか。100 冊をすべて最初から最後まで必死に読む。すると時間的なコスト

はどうでしょうか。 

すべての本を、最初から最後まで読む必要はありません。 

これが鍵です。繰返しになりますが、本を読む皆さん自身の人件費の方が高いのです。ビジネス目的

で読む以上、全てを読むのではなく、答えを見つけるために本を読む。 

だから、答えがない本は、たとえ買ったとしても読む必要はありません。また、本の途中で答えが見

つかってしまえば、その時点で本を閉じてしまってもいいのです。 

学生時代に学んだ本の読み方とは異なる

かも知れませんね。常識的ではない部分もあ

ると感じるかも知れません。この手法はあくまで

ビジネスのために本を活用するシーンでの読み

方です。楽しむための小説や詩などは、最初

から最後までじっくり読むのが良いでしょう。 

すべて読む必要がないと言われても、読ま

ないと分からないのではという疑問が出てくると

思います。これは、ビジネス書だから使えるコツ

があります。というのも、ビジネス書というのは、

比較的論理的に組み立てられています。なの

で、まず、本の概要をつかんで、読み方を選

択することが可能になるのです。 

選択する読み方は、大きく 3 つあります。 

＜3 つの読み方＞ 

Ａ：部分精読型読書 問いに関連する部分だけを、細かく読んでいく方法 

Ｂ：全体概括型読書 本の内容全体構成を意識しながら、全体を読んでいく方法 

Ｃ：全体精読型読書 本全体を細かく読んでいく方法 

 

概要のつかみ方 

本の概要をつかむには、まず問いを改めて確認します。本を選ぶ過程で、問い自体が変わっていること

もあります。どういう問いだったかを少し考えておきましょう。 

その上で、短時間で、4 つの項目を確認します。まず、表紙から２つ。 
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Ａタイトルやサブタイトル 

Ｂ帯・著者紹介 

を読んできます。この本が何を伝えようとしているのかの大きな

ポイントをここでつかみましょう。 

さらに、 

Ｃ前書き、後書き 

を読みます。著者の思いがもっとも出てくるエリアです。 

先ほど設定した問いは、皆さんが知りたいことですが、一方で

この前書きや後書きで探したいのは、この本の著者の執筆の目

的や結論です。特に前書きでは、目的・執筆の意図、伝えたいことが書いてあるケースが多いですし、後

書きでは、結論や結論の補足が書いてあるケースがあります。また、前書きは、編集者と相談して、書き

方を変えることもおおく、どう売るかという点も含めて、とても重要視されている項目なので、少していねい

に読みましょう。 

最後に 

Ｄ目次 

をざっと見てみます。 

ここまで理想的には５～10分で十分です。この概要把握は、読み方を選ぶだけなので、短時間でざ

っと行うことを意識しましょう。まだ、本文を読み始めてはいけません。 

もし、前書きや後書きをじっくり読みたくなるのであれば、皆さんの問いに対して何か答えがある可能性

が高いので、読み方を決定してから、じっくり読みます。まずは、概要の把握に集中しましょう。 

 

読み方の決定 3 つの読み方プラス１から選ぶ 

ここからがポイントです。皆さんが通常最初から最後までしっかり全部理解して、記憶に残そうとして読

む。これが、Ｃの全体精読型読書です。私はここ8年ほどで1000冊近いビジネス書を読んでいますが、

この範疇に入るのは、100 冊に 1冊以下。私の場合、8年間でわずか７冊です。 

残りは、一部分をしっかり読んだり、全体を把握したりというＡ Ｂの読み方をしています。比率に直し

ておくと、7 割がＡ、3割がＢ、Ｃの読み方は、わずか１％ほどです。 

もちろん、本を買うまでのプロセスでどの程度絞るかにもよるのですが、ぜひ、上記の比率を参考にして

ください。 

問いと概要で把握した内容から考えて、どの読み方にするのかを考えていきます。Ａがもっとも時間が

短くて済みます。Ｂは、ざっとではありますが、全部を読む必要があります。Ｃは同じ本を何度も読み返す

必要があります。 

選び方は、直感でＯＫです。主にＡになるという感覚でやってみてくださいね。 

※上田自身のＡに入った 7冊は、「7 つの習慣」「頭の良くなる本」「真人生の探求」「ザ・マインドマップ」「プレゼン

テーションＺＥＮ」「物語の法則」「脳を鍛えるには運動しかない」です。 
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実は、3 種類読み方の他にもう一つの選択肢があります。それは読まないという選択肢です。概要を

把握した結果、この本は要らない。問いに対して、役に立たないという本だということが分かったというケー

スです。この場合は、すぐに閉じてください。 

勘違いをしないでほしいのですが、本が悪いとか中身が良くないという話しではありません。いま皆さんが

ほしい内容・問いに合致しなかったというだけです。 

そんな印象を持った本を無理に読んではいけません。問いの答えに至る上で回り道になるばかりではな

く、ビジネス書を読むのが嫌いになってしまいます。 

心の中で、「今は要らない本だということが分かってありがとう」とお礼を言いながら、閉じましょう。最初

のうちは、問いに対して答えを与えてくれない本を買ってしまうことが多いかも知れません。これは実は本を

たくさん読んでいくうえで必ず出てくる問題です。トレーニングをくり返していくと、書店で棚の前に立った時

に勘が働きやすくなります。 

 

世の中では、多読が良い、精読がいいという議論がありますが、両方を有効に使い分けるのが重要だ

と考えています。問いを明確した上でたくさん本を買ってたくさん読むことは、本に対する勘を高める点で効

果大です。 
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5. マインドマップの読書における役割 

問いへの答えは結局自分の中から見つける 

読書についての期待感をどこに持つか。ここではそんな

話をしていきたいと思います。 

ともすると、私たちは、自分の問題に対する答えはどこ

かにある、誰かが持っていると思いがちです。上司が知っ

ているかも知れない。専門家なら分かっているのでは。 

これはない物ねだりです。皆さん自身の状況 たとえば

どんなお客様と接しているのか。どんな技術の開発をして

いるのか。どんな人に囲まれて仕事をしているのか。それ

によって、当然答えは異なります。 

著者は、著者の考えや知見によって自分の考えを述べていますが、私たちが自分自身として持ってい

る問いに対して、100％の答えはあり得ません。 

では本を読んでもムダではないか。答えは見つからないのではないか。そうではありません。 

まず、著者の考えを理解する。そして、自分で考える。答えを見つける。このプロセスが、必要になるの

です。 

 

マインドマップは答えを見つけるための思考を支援する 

その際に、マインドマップは、様々な役割を果たしてくれる強力なツールとなります。 

思考のプロセスを見える化することで、著者の考えをより深く理解することができるようになります。この

見える化によって、著者の考えを自分の問いに置き換えて考えることが容易になります。全体俯瞰ができ

る。見える化の要素をみることで、整理・分析も進めやすくなります。結果として、問いに対する自分なり

の答えを見つけ出すことができます。 

この見つけ出す過程も見える化することで、どんなふうに考えていったかが明確になりますし、記憶への

定着も進んでいきます。記憶に定着することで、応用ができるようになるわけです。 
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6. 読書タイプ別のマインドマップ活用 

Ａ：部分精読型読書とマインドマップ 

読むべき範囲を見つけるヒント 

こんなやり方をするのは、はじめての方もいるかも知れませんね。本を読み慣れている人の中には、そう

いうやり方は自分でもすでにやっているよという方も多いでしょう。 

精読すべき長さはざっくり言うと３～６ページくらい。場所は、1 箇所のこともありますし、３箇所くらい

あるケースもあります。 

探し方のコツは、目次で当たりを付けて、その項目をめくりながら小見出しに目を通します。その上で、

問いと比較しながら気になるところを探しましょう。なんとなくで結構ですから、気になるところを見つけたら、

付箋を打っておきましょう。 

 

その範囲を精読しながらマインドマップ 

範囲が見つかったら、マインドマップを書きながらじっくり読みます。読み方のヒントとしては、1 回目はざ

っと読んでキーワードを探します。2 回目は、キーワードをマップに載せながら読んでいきます。マップ上で、

関連付けや、優先度付けをして、3回目に確認をします。 

ここまでマップに載っているのは、著者の「思考のプロセス」ですから、ここでペンの色を変えて、自分の意

見を載せるのがお勧めです。これが自分自身の理解のプロセスを示すことになるわけです。 

 

前後に視野を広げて「問い」への答えを出す 

気になった部分だけ読んでも、うまく理解ができないケースがあります。答えが見つからないケースもあり

ます。たとえば、言葉の定義が唐突でわからない。その場合には、前にさかのぼって、定義を探していきま

す。一方で、議論の途中で終わっているようでしたら、後ろに広げて、結論を探していきます。 

ここから読むのではなく、まず探して、ここかなと思ったところをまた精読すると良いです。 

答えが見つかったら、読書は終了。問いと答えを整理して終わりです。 

 

他の本に視野を広げて「問い」への答えを出す 

一冊の本で見つからないときには、他の本も同様に確認していきます。全く新しい分野を学ぶのであれ

ば３～5冊のポイントを読むと、一気に理解が高まります。 

ずらさないでほしいのは、繰返しになりますが、本を読むのを目的にするのではなく、答えを見つけて、

行動を変えることに意識を集中してください。 
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Ｂ：全体概括型読書とマインドマップ 

目次をマップ化して読む上での“道しるべ”とする 

もう少ししっかり読むべき本の場合には、著者の主張をしっかり理解し「問い」に対する答えを見つける。

著者の考えを理解するためには、全体俯瞰が鍵になります。 

そこで役に立つのが、目次のマップ化です。ただし、目次そのものの全ての情報を載せるのであれば、ペ

ージを繰れば分かること。なるべく少ない単語で目次を作ります。イメージで言うと、章毎に１から３個くら

い単語にしてしまうのです。5 章あるビジネス書であれば、タイトルの周りに、5 本のメインブランチが伸びて、

そこに１～２個の単語がぶら下がっているレベルです。 

これ以上たくさん描くと、目次だけで紙が一杯になってしまいます。読みながら書き加えるのが難しくなる

のです。5 章のビジネス書であれば、目次から拾うべき単語数は、５～15 くらいです。単語数は少ない

ほど全体俯瞰がしやすいのです。 

 

ゆっくり一度よりもハイスピードで 3回 

目次のマップの準備ができたら、マップを見ながら、本を読み始めます。スピードは、一定である必要は

ありません。問いに関係のありそうなところは、ゆっくり。できればくり返して読む。あまり関係なさそうなところ

は、どんどん読み進んでいきましょう。 

気になるキーワードは、目次のマップに加えておきましょう。 

ゆっくり１回読むよりも、ハイスピードで３回読んだ方が理解は深まります。全体像が分かった上で読

むことができるからです。分からないところがあっってもＯＫ。どんどん読み進んでいきましょう。 

 

全体の中での位置づけを常に意識する 

最後まで読み終えたら、もう一度読むかどうかを判断しましょう。重要な部分だけでもＯＫですので、 

【Ａ：部分精読型】と組み合わせると更に良いでしょう。 

目次のマップを見ながら「問い」と見合わせていきましょう。著者の議論には、大きな流れがあるはずで

す。そのなかで、目次から引き出した単語と読みながら引き出した単語を見て、答えを作りあげていきまし

ょう。 
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Ｃ：全体精読型読書とマインドマップ 

100 冊に 1冊くらいの出会い 

この読み方をする本は、出会えたこと自体に感謝したいような本です。何度でも読み返したい。そのた

め１ページ１ページ、１文、１文をしっかり学んでいく必要があります。 

じっくり内容を読んで、その内容について理解を深めていく必要がある本です。なので、この本を理解す

るためには、きちんと時間を掛けて読むことを考えて行きましょう。一度読むだけではなく、二度三度と読む。

そんな決意をしたい本です。 

 

大量のマインドマップと一枚のマインドマップ 

私の例で言うと、７つの習慣を読んだときには、Ａ３サイズで実に１２枚のマップを作りました。読んで

も読んでもすべてがキーワードに思えてきて、どんどん分量が増えていきました。既にセミナーのビデオで、 

１０枚以上のマップを作っていた内容でしたが、本で読み直すとますます、気になる単語が増えてきまし

た。 

さらに重要なのは、１２枚のマップでは、残念ながら全体俯瞰ができません。そのため、１２枚のマッ

プを見ながら、もう一度まとめる【まとめマインドマップ】を作りました。これで理解が圧倒的に進みました。 

 

読み返す／書き加える～手書きも良いがパソコンでのマップも効果的 

この本を読むには、時間もエネルギーもたくさん描ける必要があります。そして、読みながら理解の内容

がどんどん変化していくことも経験するかも知れません。 

私自身は、ほぼ１００％手書きのマインドマップを使っていますが、いくつかある例外の１つが、この全

体精読型読書のマインドマップです。パソコンで作りながら考えを深めていきます。 
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＜補足＞読書の効果を高める「既知の情報」マップ 

記憶のメカニズム 

本を読んだら、しっかり覚えておきたい。そう考える方も多いと思います。でも、本一冊を覚えるのは大

変ですよね。これまでの本の読み方のなかで作りあげたマインドマップも記憶の役に立つのですが、記憶の

メカニズムを意識して、準備しておくと、読んだ内容が記憶に残りやすくなります。 

記憶の定義って知っていますか。いろいろな言い方はあると

思うのですが、右の図を見てください。記憶とは【Ａ】の要素と

【Ｂ】により行われる。 

さて、ＡとＢに何を入れたら良いでしょうか。ちょっと考えて見て

ください。 

｜ 

｜ 

｜ 

答えは、Ａ：既知 Ｂ：関連付け です。記憶とは、既知の要素の関連付けにより行われる。となり

ます。ちょっと考えて見てほしいのです。全く新しい分野を学ぶときは、時間がかかる。でも、知っている分

野だと早い。たとえば、男性が女性の化粧品について学ぼうとする。きっと時間がかかります。言葉の意味

すら分からない。クルマに全然興味がない女性が、クルマについて学ぼうとする。これも大変な道のりです。

でも、段々学んでいくうちにスピードが上がっていきます。 

既知の要素が増えることによって、関連付けの幅が広がって、

どんどん記憶に残るようになるのです。情報は単独で覚えるので

はなく、既に知っている情報と関連付けをして覚えていくのです。 

だから、良く皆さんにお願いをしているのですが、記憶をする力

は年齢を経るにつれてどんどん伸びていくことを押さえておいてほし

いのです。なぜなら既知の情報が増えていくので、思わぬところで

つなぎ合わせることができるからです。 

 

読書に活かす記憶のメカニズム 

この理屈を知った上で、では読書の前に、どうすればよいのでしょうか。このレポートの前半では、まず目

的と問いを作ることが重要だとお話ししました。ここでもう一工夫すると良いのです。 

目的や問いに関連して、本を読む前、本を選ぶ前に、まず自分が知っていることを書き出していくので

す。このときにマインドマップはとても有用です。ともかく知っていることを芋づる式に書き出していきます。普

段思いつかないような単語が出てくることも多いはず。ともかくたくさんかき出しましょう。 

すると、不思議なことが起こります。まず、本を選ぶのが相当に楽になります。「これは知っている。これ
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は知らない」の境界線が明確になりますから、新しいコトを知りた

いのであれば、知らない本を選べばいいですし、知っている内容を

深掘りしたいのであれば、あえて知っている本を選んで深く考え直

すこともできます。 

さらに、知っていることをかき出しているうちに、問いに対する答

えや方向性が見つかってしまうこともあるかも知れません。自分で

は意識していないのですが、自分の中に答えがあったり、かき出し

ているうちに、「問い」がさらに明確になったり、もう一段階深くなる。

また答えが見つかってしまって、そもそも本を読む必要がなくなってしまうこともあるのです。 

ぜひ、「既知の情報」をマップ化して、本を読むパワーをアップしてみましょう。 

 

おわりに 

今回のミニレポートでは、本の読み方をお伝えしてきました。このレポートのベースとなっているのは、トニ

ー・ブザンの学習理論です。もともとトニー・ブザンの学習理論の中は、30 年近く前の本（1974 年 

“Use your head”）に、「速読」「記憶術」「マインドマップ」の 3 つの要素が融合して組み立てられてい

ます。その後、進化を遂げて現在に至っています。日本で流行している速読法のひとつの源流になってい

るようです。 

もう一つ参考にしたのは、「本を読む本」（1940 年“How to Read a Book”）です。本に対する

取り組み方がとても参考になりました。積極的読書のススメとも言える内容です。古典ではありますが、

日本語と英語で数回読んでいます。 

本を読むというのは、とても重要な学びの手段です。忙しいビジネスパーソンであればあるほど、重要で

す。ただ、読み方が全然変わっていない人が多い。学生時代に習った読み方をそのままやっている。私自

身きっかけとなったのは、フォトリーディングとブザンの学習理論との出会いだったのですが、このなかで自分

なりの経験値を貯めてきました。今回はその内容を総ざらえしてレポートにまとめました。 

ぜひ参考にしてくださいね。 
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